
　私は社会のエネルギーシステムを対象とした研究を行っているが、エネルギーインフラは投資回収年数が
長いため、将来のエネルギーシステムを見通すことが重要である。時にはシナリオプラニングという手法を用
いて、将来の産業やライフスタイルを予想し、エネルギー需給を推計している。新型コロナウィルスは私達の
生活に大きな被害を与えただけでなく、変革のきっかけをもたらした。今後元の生活に戻るのか、新しい生活
様式に変化していくのか、今まさに私達は分岐点にいるとも言える。働き方をテレワー
クへ移行できる企業は既にオフィスの縮小や分散化を進めており、今後は東京にお
けるエネルギー需要の一極集中が緩和され、地方におけるエネルギー需要が増加す
る可能性もある。我が国のエネルギー基本計画でも明記されたように、今後は太陽
光発電を中心とする再生可能エネルギーを主軸電源とする社会が目指されるが、再
生可能エネルギーが豊富な地方へのエネルギー需要分散は、相乗効果的に再生可能
エネルギーの普及を加速させる可能性がある。地方における職住近接のまちづくり
や、不安定電源である再生可能エネルギーを制御するための蓄電池や電気自動車の
活用、IoT 技術を駆使した電力需給のリアルタイム制御などの実現は、新しい生活様
式への変化と脱炭素社会の両者を実現するための重要な要素であると考える。
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本年度は役員改選の年にあたり、役員の新旧の入れ替えもありました。そこで長年副代表理事を務

めていただきました荻原洋志氏が、今回の総会を持って退任されました。また、中畝義明氏が 退任され、

新たに 2 名の理事に参加いただきました。

今年度も COOLCHOICE の一環として “ 打ち水の環 2020“ を開催しました。日本古来の「夏の風物詩」であ

る打ち水を広めるために、各地域や会社・学校などで打ち水を実施していただける個人や団体を募集したと

ころ 15 エントリー集まりました。今年は特に暑い日が続きましたが感染対策にも注意いただきつつも、打

ち水を通して、暑さ対策としての効果を実感していただきました。

役員紹介　～退任・新任の皆さま～

埼玉打ち水の環2020

今年度の通常総会は新型コロナウイルス感染拡大防止から、会場での集合形式とオンライン形式（ZOOM）

を併用し開催いたしました。会場とオンライン参加、委任状合わせて、正会員 64 人の参加を得て無事総会

が成立しました。オンライン併用の総会は初の試みでしたが、会場とオンライン参加者が相互に意見交換を

行うことができ、無事すべての議案が可決承認されました。今年度は、コロナ禍の中で、集合形式のイベン

ト等の開催が難しく、WEB 等を活用した啓発に注力していきたいと思っています。

【荻原様ご挨拶】
温暖化センター開設初期メンバーとしてお声掛けいただき、” 私でお役に立てるな

ら ” と受託しました。早いもので 17 年が経ち、今年の通常総会を以て退任いたしま

した。

在任中に地球温暖化防止活動推進員、大学生、企業の多くの皆様と講習会や勉強会、

各種イベント等を通して多くの人と知り合う事が出来ました。色々な思い出があり

ます。地球温暖化防止活動推進センターが事務局となり、新座リサイクル促進コン

ソーシアムを立ち上げ、アルミ付き紙パック回収のためのノボリやチラシ、ポスター

を作成し、スーパーや駅前通りで事

務局の皆さんや新座の推進員と一緒にチラシを配布し

たことを昨日の様に覚えています。新座市、公民館、スー

パー等は現在も健在の回収ボックスを使っています｡

今後は運営委員とジュニアとシニアの交流の場所づ

くりに専念する所存です。大変有難うございました。

感謝します。

【退任】

荻原　洋志様

※ 打ち水の環 2020 の詳しい内容につきましては、以下 URL もしくは QR コードより

　アクセスしてください。
https://www.kannet-sai.org/coolchoice/activity/2020/uchimizu2020.html

令和2年度通常総会を開催しました

 【退任】

中畝　義明様

【新任】

櫻井　郁夫様
【新任】

櫻　博子様
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今年度も、中小事業所向け省エネ支援事業が始まりました。埼玉県内の

中小事業所を対象に省エネ診断を行い、改善提案を行う「埼玉県省エネナ

ビゲーター」事業。さらに、具体的に運用改善や設備改善を提案しトータ

ルな省エネ支援を行う、経済産業省の補助事業「省エネ促進プラットフォー

ム」。以上、二つの省エネ支援に関する事業の事務局を担います。

特に、省エネ促進プラットフォーム事業では、今まで埼玉県内で省エネ

支援を行ってきたのですが、今年度は茨城県内の中小事業所も対象に実施

します。新型コロナウイルスの影響もあり、ずいぶんスタートが遅れてし

まいましたが、想像以上に支援希望の声が上がっています。これまで 3 年

間の実績の成果とも考えられ、徐々に県内で当事業が認知されてきたので

はないかと察します。また、コロナ禍の中、企業のテレワーク等の導入も

あり、事業所の省エネを兼ねた事業の効率化を図るという目的もあるのか

と考えられます。

このように、支援が広域となったため、指導者も有資格者や経験を積ん

だ専門家が合計 40 名ほどスタンバイしてくれています。埼玉県・茨城県省

エネ促進プラットフォームでは、支援の拡大と充実をより一層図り、中小

事業所の省エネへの取組を後押ししていきます。ぜひ、該当する事業所様

は事務局までお問合せ下さい。

今回は、本庄市を中心に活動する渡部良一さんについてご紹介します。渡部

さんはこれまで、環境カウンセラーとして NPO 法人埼玉環境カウンセラー協

会に所属し、地域の小学校や婦人会、親子を対象とした温暖化防止にかかわる

講演やワークショップ等を行ってきました。特に、“ 地球温暖化防止で自分は
何が出来るのか『気づき』を感じてもらう ” ことを意識して活動しています。

ワークショップでは再生可能エネルギーの仕組みが分かる実験器具を自作し、

体験をとおした学びを提供しています。そして今年度から新たに県

の推進員として委嘱を受け、更なるステップアップと活躍を目指し

ています。

今年度は推進員の新規募集に伴い、新たに 45 名が委嘱を受け、県

内で活躍する推進員は 177 名となりました。当センターでは、引き

続き新規推進員の皆様とも密に連携を取りながら、温暖化防止活動

を進めていきたいと考えています。

推進員活動紹介

＜※詳しくはこちら⇩＞

埼玉県省エネナビゲーター

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0502/shouenenavi.html

省エネ促進プラットフォーム

https://www.kannet-sai.org/ssspf/

中小事業所向けの省エネ支援がスタートしました！

※「省エネ促進プラットフォーム」

チラシ
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編集・発行
発行日　2020年9月30日
埼玉県地球温暖化防止活動推進センター／認定特定非営利活動法人環境ネットワーク埼玉
埼玉県さいたま市浦和区北浦和5-6-5　埼玉県浦和合同庁舎3階
TEL：048-749-1217　FAX：048-749-1218
https://www.kannet-sai.org/index.html
閉館日：土・日、祝日　　開館時間：９時～17時 

情報やお知らせ等、是非お寄せください。

第２回SDGsエコフォーラムin埼玉

https://www.kannet-sai.org/about/activities/2020/0130.html 

日時　2021年1月30日（土） 
　　　　10：00～16：30
会場　市民会館うらわ
内容　午前）基調講演　
　　　講師：カトラミーズ・ターレク氏
　　　　（慶応義塾大学大学院　政策・メディア研究科特任講師）

　　　午後）分科会
　　　環境中心の5テーマ

■表紙の写真より■

埼玉打ち水の環 2020 にご参加いただいた企業・団体等の打ち水の様子

第２回 SDGs エコフォーラム in 埼玉開催のお知らせ

第２回 SDGs エコフォーラム in
埼玉開催のお知らせ

今年度も埼玉県内の有志が集まり、第２回「SDGs エコフォーラム in 埼玉」実行委員会を組織して開催を

目指し準備をしています。今回は新型コロナウィルス禍において、会場とオンライン形式（Zoom）の併用

で実施する予定です。例年通り、午前中には基調講演を行い、午後の分科会では環境から SDGs 目標達成を

考えるために、（1）環境教育（2）自然エネルギー（3）生物多様性（4）つかう責任・つくる責任（5）気候

変動の 5 テーマで開催します。また例年行っているパネル展示は、今年度は新型コロナウィルスの感染拡大

防止の観点から、各団体の活動を動画で流す等新しい試みを検討しているところです。今年度はオンライン

配信も行うため、会場外さらに県内外からもお気軽に参加いただけます。多くのご参加をお待ちしています。

※情報は随時更新していきますので、下記 URL
　または QR コードよりアクセスしてください。

特に活動を支援してくださる
賛助会員を募集しています！

詳しくは事務局までお問合せください。

個人 団体（非営利） 団体（企業）

正会員 5,000 円 5,000 円 50,000 円

賛助会員 3,000 円 3,000 円 10,000 円

＊会費は年会費です（年度更新）。
＊正会員は社員として議決権が付与されます。
＊個人の賛助会費及び寄付は、税の優遇対象です。

★会員募集★
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